
高分子・樹脂 Weekly Intelligence Report | 2026-06-20 | Page 1

高分子・樹脂
Weekly Intelligence Report
2026-06-20 | 37件 | 10カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

化学リサイクル
商業化加速とPFASフリー化が市場を牽引

37
件

記事数

10
カ国

対象国

410
Wh/kg

固体電池

50万
トン/年

化学リC

今週の全37記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 旭化成 感光性フィルム 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

旭化成がパネルレベル半導体PKG向け感光性フィルム
を発表。高密度3D集積の絶縁・パターニングを均一化
し、製造プロセス簡素化に貢献。

#02
固体電池とソフトロボ
ット

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

固体電池がソフトロボットの電力供給を革新。柔軟な
ポリマー電解質が安全性と性能向上に寄与する可能性
を展望。

#03 AI材料探索提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

NovyteとChemveraがAIで高機能ポリマー用特殊化
学品を探索・製造。インド国内サプライチェーン構築
で材料開発を加速。

#04 CO2分離膜性能向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

アミドオキシム官能化PIM-1とUiO-66-NH2複合膜で
CO2分離性能が大幅向上。高効率CO2回収へ二重アプ
ローチ。

#05
PFASフリーコーティ
ング

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

エリコンがPFASフリー薄膜コーティングを発表。DL
Cやセラミックで代替し、多様な産業用途で高性能と
環境規制対応を両立。

#06 PHBバイオプラ生産 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

遺伝子組み換え枯草菌が未加工ジャガイモデンプンか
らPHBを24時間で生産。低コストで持続可能なバイオ
プラスチック製造へ。

#07 複合材多重リサイクル プロジェ
クト紹介

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

複合材製造廃棄物を多重リサイクルし、高付加価値モ
ノマー/オリゴマーを回収。自動車・繊維・都市家具
へ再生を目指す。

#08
熱硬化性多重リサイク
ル

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

ポリマー絡み合いと可逆架橋で高性能熱硬化性プラス
チックの多サイクルリサイクルを実現。強度・剛性を
維持し循環型材料へ。

#09 英リサイクル施設 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

英国は2060年までに169ヶ所の新規リサイクル施設が
必要。廃棄物輸出依存脱却とCO2削減へインフラ拡大
が急務。

#10 AIポリマー研究 学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

HIPOLEイエナがAI駆動型ポリマー研究を発表。自動
実験と機械学習で新機能材料発見を加速し、構造と特
性の関係を解明。

#11 エポキシ接着剤化 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

風力タービンブレードのエポキシ樹脂を温和な触媒酸
化で高性能接着剤にアップサイクル。複合材料の持続
可能な管理に貢献。

#12 AIとサステナブル材料 解説記事
●●●○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ACSウェビナーでAIとサステナブル材料設計の融合を
議論。天然由来分子からの高性能ポリマー開発加速に
焦点。
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#13 天然ポリマー注目 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

ACSシンポジウムで天然ポリマーが持続可能な材料と
して注目。再生可能資源とバイオエンジニアリングで
石油由来代替を推進。

#14 固体電解質の役割 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

固体電池の安全性とエネルギー密度向上に向け、固体
電解質（セラミック、硫化物、ポリマー等）の役割と
課題を解説。

#15 日本化学リサイクル 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

三菱ケミカル、ENEOS、出光興産が化学リサイクル工
場を稼働。廃プラから合成油/原料を生成し、ナフサ
輸入依存低減へ。

#16 炭化水素分離膜 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

超薄型ポリマー膜が炭化水素分離でブレークスルー。
原油精製のエネルギ消費を大幅削減し、高分子選択性
を実現。

#17 レゾナック封止材 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

レゾナックがAI半導体2.5Dパッケージ向け液状封止材
の特許維持に成功。熱膨張差による応力・クラックを
抑制し信頼性向上。

#18 ナノ閉じ込めCO2膜 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ナノ閉じ込めが非極性ポリマーのCO2溶解度を劇的に
向上。PMP/ZIF-8複合膜でCO2分離透過性と選択性を
画期的に改善。

#19 欧州化学リサイクル 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
EUがロッテルダムの化学リサイクルプラントFEEDに
150万ユーロ助成。CO2削減と経済性向上を目指す。

#20 膜分離市場予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

膜分離技術市場が長期成長予測。化学耐性ポリマーと
表面特性最適化で水処理を革新し、持続可能性と効率
を向上。

#21 PFASフリーPPA 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

SILIKEがPEフィルム押出成形向けPFASフリー加工助
剤「SILIMER」を発表。メルトフラクチャー・シャー
クスキンを解消。

#22 欧州化学リサイクル 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

LBCタンクターミナルとBlueAlpがロッテルダム化学
リサイクルプラントFEEDにEU助成金獲得。CO2削減
と経済性向上へ。

#23
化学リサイクル原料M
OU

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

AduroとOrtessaが化学リサイクルFOAK工場向け原料
供給ロジスティクスでMOU締結。安定供給でプラント
稼働と拡張を確保。

#24 バイオコーティング 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

バイオベースポリマーコーティングが持続可能な材料
として注目。植物油ポリウレタンや水溶性ポリオール
でグリーン化を推進。

#25 複合ポリマー電解質 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

複合ポリマー電解質にセラミックフィラーを導入し、
リチウムイオン電池の電気化学的安定性を向上。全固
体電池へ貢献。

#26 熱可塑性vs熱硬化性 技術比較
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の特性とリサイクル性を
比較。用途に応じた適切な材料選択の重要性を解説。

#27 PFASフリー紙バリア 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

HumanchemがProPak AsiaでPFASフリー紙バリアコ
ーティングを発表。食品包装の安全性と持続可能性を
向上。

#28 AIナノキャリアDDS 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

AI/MLとバイオオーソゴナル工学でスマートソフトポ
リマーナノキャリアを設計。精密ドラッグデリバリー
を革新する可能性。

#29 固体電池安全性 学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

固体電池の安全性向上に向け、固体電解質と界面安定
化メカニズムの役割を解明。リチウムデンドライト抑
制が鍵。

#30
PTFEフリーコーティン
グ

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

igusがPTFEフリーのiglidur®コーティング「IC-05PF
」を発表。コンベア信頼性と耐用年数を10倍向上しPF
AS規制に対応。

#31 有人固体電池飛行 製品発表
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○

世界初の有人固体電池飛行が成功。410Wh/kgの高エ
ネルギー密度バッテリーが航空業界の電動化を加速す
る可能性。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#32 H2/CO2分離膜 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

CALF-15膜がH2/CO2分離でブレークスルー。超薄型
・狭ナノ細孔構造で透過性と選択性を両立し、トレー
ドオフ限界を凌駕。

#33
PFASフリーエアフィ
ルター

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

MANN+HUMMELがPFASフリー設計のエアフィルタ
ーを発表。持続可能で認証された高性能を実現し、eP
TFE代替に挑戦。

#34
PFASフリーコーティ
ング

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

エルリコンが工業用PFASフリー薄膜コーティングを
発表。耐摩耗性・摩擦低減・化学的安定性を向上させ
規制に対応。

#35 化学リサイクル拡大 市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年、化学的リサイクルが商業規模へ拡大。エク
ソンモービルが年間50万トン処理体制を構築し、循環
型ポリマーを供給。

#36 EV固体電池公道試験 製品発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

ステランティスとファクトリアル・エナジーが固体電
池搭載EVの公道試験を開始。高エネルギー密度、高速
充電、安全性向上を実証。

#37
家庭用堆肥化バイオプ
ラ

新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Tracelessが農業残渣由来の家庭用堆肥化可能バイオ
プラスチック工場を開設し商業生産開始。Mondi等が
顧客に。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事



高分子・樹脂 Weekly Intelligence Report | 2026-06-20 | Page 4

今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 化学リサイクルは日本企業にとって本当に「ゲームチェンジャー」か？
三菱ケミカル、ENEOS、出光興産が化学リサイクル工場を稼働させ、ナフサ輸入依存低減を目指す中、この技術が既存の
石油化学サプライチェーンとどのように共存・変革していくのか、その経済性と規模拡大の可能性を冷静に見極める必要
があります。回収原料の安定供給とコスト競争力は確保できるでしょうか？

❷ PFASフリー化は単なる規制対応か、新たな高機能材料の機会か？
エリコン、SILIKE、Humanchem、igus、MANN+HUMMELなど、多くの企業がPFASフリー製品を発表しています。こ
れらの代替材料は、従来のPFAS製品と同等以上の性能を維持できるのか、あるいは新たな機能性を提供し、市場に新たな
価値をもたらすのか。日本の材料メーカーは、この変化を脅威ではなく機会と捉え、次世代材料開発を加速できるでしょ
うか？

❸ 固体電池の「有人飛行」はEV・航空機設計をどこまで変えるか？
世界初の有人固体電池飛行成功や、ステランティスによるEV公道試験開始のニュースは、固体電池の技術的ブレークスル
ーを示唆しています。410Wh/kgという高エネルギー密度は、EVの航続距離や航空機の電動化に革命をもたらす可能性を
秘めていますが、量産性、コスト、長期信頼性といった課題はどこまで解決されているのか。日本の電池・自動車・航空
機関連企業は、この技術を自社の設計前提にどう組み込むべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

化学リC PFAS代替半導体材

固体電池

AI材料探索

CO2膜 バイオプラ熱硬化リC

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 化学リC 注意 資源循環促進、輸入低減 サプライチェーン変革、コスト

● PFAS代替 注意 環境規制対応、新市場開拓 代替開発コスト、性能維持

● 半導体材 機会大 AI/HPC市場競争力強化 技術開発競争激化

● 固体電池 注意 EV/航空機市場での優位性 既存電池事業への影響

● AI材料探索 機会大 開発期間短縮、新材料発見 AI導入コスト、人材不足
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● CO2膜 機会大 環境技術市場参入、省エネ 技術的ハードル、コスト

● バイオプラ 注意 環境負荷低減、新規市場創出 性能・コスト課題、原料確保

● 熱硬化リC 機会大 高機能複合材の持続性向上 技術的難易度
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深掘り ① ― 日本、化学リサイクル商業化の最前線
#15 | 2026/06/17 | Nippon.com | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

三菱ケミカルとENEOSはスーパー臨界水技術、出光興産は独自触媒技術を用いた化学リサイクル工場を日本国内で商業
運転開始。廃プラスチックから合成油や化学原料を生成し、石油化学製品の主要原料であるナフサの輸入依存度低減を
目指す。中東情勢の不安定化によるナフサ価格高騰や供給不安への対応として、国内資源確保を強化する戦略的意義を
持つ。

これらの技術は、従来の物理リサイクルでは困難だった混合プラスチックや汚染されたプラスチックも処理可能。回収
された合成油やモノマーは、バージン材料と同等の品質を持つとされ、循環型経済への貢献が期待される。しかし、現
時点では回収品のコストがバージンナフサ由来製品より高いという課題があり、処理能力増強と技術最適化によるコス
ト削減が今後の鍵となる。

▶ 技術者の視点

日本企業が化学リサイクルで先行し、商業運転を開始したことは非常に評価できます。特にナフサ輸入
依存度低減という国家戦略に直結する点で、その意義は大きいでしょう。ただし、回収された合成油や
モノマーのコスト競争力は依然として課題です。現状では、バージンナフサ由来製品と比較して高コス
トである可能性が高く、市場での受け入れには政府の支援や消費者の理解が不可欠です。今後は、処理
能力のスケールアップによるコストダウンと、回収原料の品質安定化が重要になります。日本の材料・
素材メーカーにとっては、新たな原料供給源となる機会ですが、同時に既存のナフサ由来製品市場を再
編する脅威でもあります。R&D;部門は、回収原料の特性に合わせた製品開発、調達部門は安定供給と価
格交渉力の確保が急務です。

深掘り ② ― 熱硬化性プラスチックの多サイクルリサイクル
#08 | 2026/06/18 | Beckman Institute - University of Illinois | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

イリノイ大学ベックマン研究所が、高性能熱硬化性プラスチックの多サイクルリサイクルを可能にする新戦略を開発。
ポリマーの絡み合いと制御された可逆的架橋を組み合わせることで、強度や剛性といった材料特性を複数回のリサイク
ル後も維持することに成功した。これは、一度硬化するとリサイクルが困難だった熱硬化性プラスチックの長年の課題
を解決する画期的な成果である。

この「世代的材料システム」は、特定の条件下で架橋を切断・再結合させることで、材料を再成形し、元の性能を回復
させることが可能。航空宇宙、自動車、エレクトロニクスなど、高機能材料が不可欠な産業において、持続可能な材料
サイクル構築への大きな貢献が期待される。米国エネルギー省の支援を受けており、基礎研究段階ではあるが、その潜
在的な市場インパクトは極めて大きい。
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▶ 技術者の視点

熱硬化性プラスチックのリサイクルは、複合材料の持続可能性を語る上で最大のボトルネックでした。
この「ポリマー絡み合いと可逆架橋」の組み合わせは、学術的なブレークスルーであり、従来の常識を
覆すものです。提示された「複数回のリサイクル後も特性維持」というデータが、どの程度の劣化許容
範囲で達成されているか、具体的な数値で詳細を追う必要があります。実用化には、可逆架橋の制御性
、分解・再成形プロセスのエネルギー効率、そしてコストが課題となるでしょう。日本は高機能熱硬化
性樹脂や複合材料の主要サプライヤーであるため、この技術は【機会】と【脅威】の両面を持ちます。
材料メーカーは、この新技術を早期に評価し、自社の製品ポートフォリオに組み込む研究開発を始める
べきです。R&D;部門は、この技術の原理を深く理解し、自社材料への適用可能性を検討する専門チーム
を立ち上げるべきです。
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深掘り ③ ― 旭化成、半導体PKG向け感光性フィルムで革新
#01 | 2026/06/16 | ThePackHub | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

旭化成がパネルレベル半導体パッケージング向けに、PIMEL感光性ポリイミドとSUNFORTドライフィルムフォトレジ
スト技術を組み合わせた新型感光性フィルムを開発。大型パネル上での絶縁・パターニング材料の均一塗布を可能にし
、複雑な3Dアーキテクチャで高アスペクト比の銅ピラー形成を容易にする。現在顧客評価段階にあり、半導体製造プロ
セスの簡素化と高度パッケージングの実現に貢献すると期待される。

この技術は、ムーアの法則の限界が囁かれる中、バックエンドの高度パッケージング技術の重要性が増す半導体業界に
おいて、チップレットベース設計や3D積層アーキテクチャの進化に不可欠な精密材料塗布と絶縁層形成の課題を解決す
る。AIチップなどの高性能半導体における熱膨張差による信頼性課題の解決にも寄与し、次世代高性能半導体デバイス
開発を加速する可能性を秘めている。

▶ 技術者の視点

旭化成のこの感光性フィルムは、日本の材料メーカーが半導体パッケージング分野で依然として高い技
術力を持つことを示す好例です。特にパネルレベルパッケージング（PLP）は、コスト効率と生産性向
上の観点から次世代パッケージングの主流になると見られており、この技術は市場のニーズに合致して
います。顧客評価段階にあることから、実用化は非常に近いと判断できます。ただし、PLP技術はまだ
発展途上であり、大型パネルでの均一性や歩留まりの安定化には高度なプロセス技術が求められます。
旭化成の技術が、他社の追随を許さない優位性を維持できるか、その差別化要因を詳細に分析する必要
があります。日本の半導体PKGメーカーにとっては、信頼性の高い国産材料として【機会】ですが、競
合する材料メーカーにとっては【脅威】となり得ます。半導体PKG部門は、この材料の特性と適用範囲
を早期に評価し、自社のロードマップに組み込む検討を始めるべきです。

その他の注目記事
英、プラスチックリサイクル施設169ヶ所が2060年までに必要 (packaging journal)
●○○○○ ●●●●● ●●●●○

英国のプラスチックリサイクルインフラの不足が指摘されており、日本も同様の課題を抱える可能性。国内リサイクル
能力強化の必要性を示唆。

HIPOLEイエナ、AI4Xカンファレンス2026でAI駆動型ポリマー研究の進展を発表 (HIPOLE Jena - Helmholtz Institut for Polymers in Energy Applications Jena)
●●●●○ ●●○○○ ●●●○○

AIと自動実験によるポリマー材料探索の加速は、日本の材料開発R&D;部門にとって重要なDX推進のヒントとなる。

固体電池の安全性向上へ：固体電解質と界面安定化メカニズムの役割を解明 (Spectrum of Engineering Sciences)
●●○○○ ●●○○○ ●●●○○

固体電池の安全性と長寿命化には、固体電解質と電極界面の安定化が不可欠。日本の電池材料メーカーは界面技術に注
力すべき。

オープンPR、膜分離技術市場の長期成長予測を発表 (openPR.com)
●○○○○ ●●●●● ●●●○○

化学耐性ポリマーと表面特性最適化による膜分離技術の進化は、水処理だけでなく、ガス分離など幅広い産業で機会を
創出する。

初の有人固体電池飛行成功 — 航空の未来を電化する410Wh/kgの高エネルギー密度バッテリー (r/electricvehicles (Reddit))
●●●●● ●●●○○ ●●●●●

Reddit情報で信頼性は低いが、410Wh/kgという数値は航空業界の電動化に大きなインパクト。日本の航空機部品・電
池メーカーは注視すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/半導体PKG】旭化成の半導体PKG向け感光性フィルム（#01）について、高密度3D集積における熱応
力緩和技術の詳細を調査し、自社製品への適用可能性を評価する。

• 【調達/R&D;】PFASフリー材料（#05, #21, #27, #30, #33, #34）のサプライヤー動向を調査し、代替品
への切り替え計画を策定。既存製品の性能維持とコスト影響を評価し、リスクアセスメントを実施する。

• 【R&D;/EV設計】ステランティスとファクトリアル・エナジーの固体電池公道試験（#36）の進捗を注視。特
に高エネルギー密度と安全性に関する最新情報を収集し、自社EVへの適用可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/経営企画】化学リサイクル（#15, #35）の商業化動向を注視し、再生原料の調達戦略や新規事業参入
の可能性を検討。特にスーパー臨界水や触媒技術の経済性を評価する。

• 【R&D;】熱硬化性プラスチックの多サイクルリサイクル技術（#08）について、学術動向を継続的に追跡。自
社製品への応用可能性を初期検討し、基礎研究部門との連携を強化する。

• 【R&D;/電池材料】複合ポリマー電解質（#25）や固体電解質界面安定化（#29）に関する研究動向を把握し
、自社固体電池開発ロードマップへの影響を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】AI/MLを活用した材料探索（#03, #10, #12, #28）の導入を検討。データサイエンティ
ストの育成や外部パートナーとの連携を視野に入れ、R&D;プロセスのDXを推進する。

• 【R&D;/環境技術】CO2分離膜（#04, #18, #32）やバイオプラスチック（#06, #13, #24,
#37）の技術動向を継続的にモニタリング。長期的な環境規制強化を見据え、次世代材料開発戦略を立案する。

• 【経営企画/事業開発】航空機電動化（#31）の進展が、軽量高強度材料や高性能接着剤市場に与える影響を分
析。新たなビジネス機会を探索し、長期的な技術ロードマップに反映する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-20
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収録記事一覧

#01 旭化成、半導体パッケージ向け感光性フィルムを発表 — 高密度3D集積に対応する大型パネル処
理技術を革新

#02 固体電池、ロボット工学の新たなフロンティアを開拓 — 柔軟なポリマー電解質がソフトロボッ

トに革新的な電力ソリューションを提供

#03 NovyteとChemvera、AI駆動型材料探索で提携 — インド国内で高機能ポリマー用特殊化学品サ
プライチェーンを構築

#04 CO2分離膜、アミドオキシム官能化PIM-1とUiO-66-NH2の複合化によりCO2透過性と選択性を
大幅向上

#05 エリコン、PFASフリー薄膜コーティングで環境規制対応 — DLCやセラミックで代替、多様な産

業用途で高性能を実現

#06 バルセロナ大学、遺伝子組み換え枯草菌で未加工ジャガイモデンプンから生分解性バイオプラス
チックPHBを24時間で生産成功

#07 IMPLICITプロジェクト、複合材製造廃棄物の多重リサイクルで高付加価値製品を創出 — 自動
車・繊維・都市家具へ再生

#08 イリノイ大学ベックマン研究所、ポリマー絡み合いと可逆架橋で高性能熱硬化性プラスチックの
多サイクルリサイクル戦略を開発

#09 英、プラスチックリサイクル施設169ヶ所が2060年までに必要 — 廃棄物輸出依存脱却へインフ
ラ拡大急務

#10 HIPOLEイエナ、AI4Xカンファレンス2026でAI駆動型ポリマー研究の進展を発表 — 自動実験と

機械学習で新機能材料発見を加速

#11 風力タービンブレードのエポキシ樹脂、温和な触媒酸化で高性能接着剤にアップサイクル成功

#12 ACSウェビナー：AIとサステナブル材料設計の融合で高性能ポリマー開発を加速

#13 ACSグリーンケミストリー・シンポジウム：天然ポリマーが21世紀の持続可能な材料として注目
— 再生可能資源とバイオエンジニアリングで革新

#14 リチウムイオン電池の限界を超える：固体電池、安全性とエネルギー密度向上に向けた固体電解

質の役割

#15 日本、三菱ケミカルとENEOS、出光興産が化学リサイクル工場を稼働 — ナフサ輸入依存低減へ
スーパー臨界水・独自触媒技術を活用

#16 炭化水素分離膜にブレークスルー — 超薄型ポリマー膜が原油精製のエネルギ消費を大幅削減、
高分子選択性を実現

#17 レゾナック、AI半導体パッケージ向け液状封止材の特許維持を成功 — 2.5Dパッケージの信頼性
向上に貢献



#18 ナノ閉じ込めが非極性ポリマーの溶解度を劇的に向上 — CO2分離膜の性能を画期的に改善

#19 欧州、化学リサイクル施設に150万ユーロの助成金 — ロッテルダム地域でCO2排出量削減と経
済性向上を目指す

#20 オープンPR、膜分離技術市場の長期成長予測を発表 — 化学耐性ポリマーと最適化された表面特
性が水処理を革新

#21 SILIKE、PEフィルム押出成形向けPFASフリー加工助剤「SILIMER」シリーズを発表 — メルト
フラクチャー・シャークスキンをフッ素化合物なしで解消

#22 LBCタンクターミナルとBlueAlp、EU助成金150万ユーロを獲得 — ロッテルダムに大規模化学リ

サイクルプラント建設を推進

#23 Aduro Clean Technologies EuropeとOrtessa、オランダFOAK工場向けに原料供給ロジスティ
クスでMOUを締結 — 化学リサイクルプラントの安定稼働と拡張を確保

#24 MDPIエディトリアル：バイオベースポリマーコーティングの調製と応用 — 持続可能な材料への
グローバルなシフトを推進

#25 リチウムイオン電池向け複合ポリマー電解質、セラミックフィラーで電気化学的安定性が向上

#26 熱可塑性樹脂 vs 熱硬化性樹脂：リサイクル性と用途に応じた適切な成形技術の選択

#27 Humanchem、ProPak Asiaでグリーンコーティングソリューションを発表 — PFASフリー紙バ
リアコーティングで食品包装の安全性と持続可能性を向上

#28 AI/機械学習活用スマートソフトポリマーナノキャリア、バイオオーソゴナル工学で精密ドラッ
グデリバリーを革新

#29 固体電池の安全性向上へ：固体電解質と界面安定化メカニズムの役割を解明

#30 igus、PTFEフリーのiglidur®コーティング「IC-05PF」を発表 — コンベア信頼性と耐用年数を
10倍向上、PFAS規制に対応

#31 初の有人固体電池飛行成功 — 航空の未来を電化する410Wh/kgの高エネルギー密度バッテリー

#32 CALF-15膜がH2/CO2分離でブレークスルー — 超薄型・狭ナノ細孔構造で透過性と選択性を両

立、既存のトレードオフ限界を凌駕

#33 MANN+HUMMEL、PFASフリー設計のエアフィルターを発表 — 持続可能で認証された高性能、
ePTFEに代わる次世代技術への挑戦

#34 エルリコン、工業用PFASフリー高性能薄膜コーティングを発表、耐摩耗性・摩擦低減・化学的安
定性を向上

#35 2026年、化学的リサイクルが商業規模へ拡大：エクソンモービル主導で年間50万トン処理体制

を構築

#36 ステランティスとファクトリアル・エナジー、新型固体電池を搭載したダッジ・チャージャーで
北米公道試験を開始



#37 Traceless、ハンブルクに年間3,000トン規模の家庭用堆肥化可能バイオプラスチック工場を開設
し商業生産開始、Mondi等が顧客に



#01 旭化成、半導体パッケージ向け感光性フィルムを発表
— 高密度3D集積に対応する大型パネル処理技術を革新

概要

旭化成は、パネルレベル半導体パッケージング向けに、PIMEL感光性ポリイミド
（PSPI）とSUNFORTドライフィルムフォトレジスト技術を組み合わせた新型感光性フ
ィルムを開発しました。この革新的なフィルムは、大型パネル上での絶縁・パターニ

ング材料の均一塗布を可能にし、複雑な3Dアーキテクチャで高アスペクト比の銅ピラ
ー形成を容易にします。現在顧客評価段階にあり、半導体製造プロセスの簡素化と高
度パッケージングの実現に貢献すると期待されています。これにより、次世代の高性

能半導体デバイス開発が加速されるでしょう。

公開日 2026年06月16日  ThePackHub  日本



詳細

主要成果

旭化成は、半導体産業におけるパネルレベルパッケージング向けに、同社のPIMEL感光
性ポリイミド（PSPI）とSUNFORTドライフィルムフォトレジスト技術を融合させた新型
感光性フィルムの開発を発表しました。この技術は、高密度な3D集積構造を持つ次世代
半導体パッケージングにおいて、絶縁層の精密な形成を可能にします。

技術・臨床詳細

本フィルム技術は、特に大型のパネル基板上に絶縁材料やパターニング材料を均一に塗
布する際の課題を解決します。従来のプロセスでは困難であった、複雑な設計における
多層の絶縁層形成や、3D積層構造に不可欠な高アスペクト比の銅ピラー形成を効率的に
サポートします。これにより、製造プロセスの簡素化と歩留まり向上が見込まれます。
現在、主要顧客での評価が進められており、その実用化が待たれます。

背景・業界文脈

半導体業界では、ムーアの法則の限界が囁かれる中、フロンエンドのスケーリングの鈍
化を補うため、バックエンドの高度パッケージング技術の重要性が増しています。特
に、チップレットベースの設計や3D積層アーキテクチャの進化には、精密な材料塗布と
絶縁層形成が不可欠です。旭化成のこの技術は、これらの要求に応え、AIチップなどの
高性能半導体における熱膨張差による信頼性課題の解決にも寄与すると考えられます。

今後の展望

この感光性フィルムは、半導体パッケージングの性能向上とコスト削減に大きく貢献す
る可能性を秘めています。旭化成は、この技術を通じて、高機能・高信頼性が求められ
るデータセンター、AI、自動運転などの分野における半導体デバイスの発展を支え、デ
ジタル社会の進化を加速させることを目指しています。パネルレベルパッケージングの
主流化に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://thepackhub.com/innovation/photosensitive-film-for-panel-level-semiconductor-
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#02 固体電池、ロボット工学の新たなフロンティアを開拓
— 柔軟なポリマー電解質がソフトロボットに革新的な電
力ソリューションを提供

概要

本展望論文は、固体電池（SSB）がロボット工学、特にソフトロボットの分野で変革を

もたらす技術であることを提唱しています。従来のリチウムイオン電池の限界を克服
し、ポリマーベースの固体電解質が大きな歪みに耐える柔軟な電力供給ソリューショ
ンを提供します。酸化物、硫化物、ポリマーベースの固体電解質の現状を網羅し、非

燃焼性や広範な温度耐性といった特性をロボット応用視点で評価することで、ロボッ
トの安全性と性能を向上させる可能性を示唆しています。

公開日 2026年06月12日  Frontiers in Robotics and AI  スイス



詳細

主要成果

本展望論文は、固体電池（SSB）がロボット工学、特にソフトロボットの分野におい
て、既存のリチウムイオン電池の限界を打破する変革的技術であることを明らかにしま
した。特にポリマーベースの固体電解質は、大きな歪みにも耐えうる柔軟な電力供給ソ
リューションを提供し、ソフトロボットの設計自由度と性能を飛躍的に向上させる可能
性を秘めています。

技術・臨床詳細

本記事では、酸化物、硫化物、そしてポリマーベースの固体電解質といった多様なSSB

技術の現状を詳細に分析しています。これらの材料は、従来の液体電解質が抱える発火
リスクを低減する非燃焼性や、過酷な環境下でも安定して動作する広範な温度耐性とい
った固有の特性を有しています。特に、ポリマー電解質はその柔軟性から、ソフトロボ
ットの複雑な動きや形状変化に追従する電源としての優位性が強調されており、ロボッ
トの設計者が直面する電力供給の課題に対する実行可能な解決策を提供します。

背景・業界文脈

ロボット工学の進化は、より小型で軽量、そして複雑なタスクを実行できるロボットの
開発へと向かっています。しかし、従来のリチウムイオン電池は、その硬質な構造と電
解液による安全性の懸念から、特に柔軟性が求められるソフトロボットやウェアラブル
ロボットへの応用には限界がありました。固体電池は、これらの課題を解決し、より安
全で高性能なロボットシステムの開発を可能にする次世代バッテリー技術として注目さ
れています。

今後の展望

固体電池技術の進展は、ロボット工学の分野に新たなフロンティアを切り開くと予測さ
れます。特に、ポリマーベースの固体電解質は、生体模倣ロボットや医療用ロボット、
宇宙探査ロボットなど、これまで実現が困難であった革新的なロボットアプリケーショ
ンの実現に貢献するでしょう。この技術は、ロボットの稼働時間延長、動作範囲拡大、
そして安全性の向上に寄与し、将来的にはロボットがより広範な環境で自律的に活動す
るための基盤となる可能性があります。
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